
地域産業の担い手育成プロジェクト（農業分野）平成20年～22年度

「地域連携農業高校実践教育推進事業」
岩手県

事業実施機関

 

・・・

 

岩手県教育委員会、社団法人

 

岩手県農業公社

連 携 省 庁 ・・・ 農林水産省経営局

取 組 校 ・・・ 岩手県立盛岡農業高等学校、岩手県立花巻農業高等学校

岩手県立水沢農業高等学校

事 業 目 標

平成20年度及び21年度の取り組みを継続し、農業及び農業関連産業の人材育成に一層の成果を

 

あげるため、運営上の課題も踏まえ、次のことを目的として本事業に取り組んだものである。

 

農業高校と地域農業界が連携して、生徒の長期間の現場実習や技術者等による実践的指導、教員

 

の高度技術・技能研修などを行い、地域農業界のニーズに対応した、実践教育プログラムを開発

 

し、将来の農業経営者や農業関連産業を支える人材育成に取り組む。

事 業 の 概 要

事業内容と成果

本県では、農業や農業関連産業の一層の

 

振興を図るとともに、農業の担い手や農業

 

関連産業を担う人材の確保・育成を目指し

 

ている。

そのため、農業高校と地域農業界・産業

 

界が、担い手人材育成に係る課題意識等を

 

共有し、互いに連携を図りながら生徒の現

 

場実習、技術者等による実践的指導、教員

 

の技術研修、企業との共同研究及び小中学

 

校との連携等に取り組み、その人材育成の

 

仕組みとノウハウを構築する。

【生徒の現場実習】

●内容

●成果

①日本版デュアルシステム②長期インターンシップ③産業現場実習④マー

 

ケティング実践実習⑤現場見学等を実施することより、生徒の職業観の育成

 

と高度な技術の習得を図り、将来の進路に結びつけることを目的として実施

 

しています。

学科関連への進路となった生徒の割合は事業に取り組んだ３校全体でH20年

 

度の40.1％からH22年度は49.3%に伸びている。本事業の３年間の取り組みに

 

より、外部との連携等が整ってきている。

 

 

県農林水産部 県教育委員会 

・県農業公社の運営 
・開発した実践教育プログラムへの

協力 

・産業人材育成連携推進委員会の設

置、運営 
・実践教育プログラムの実施等に関す

る農業高校への指導 

岩手県農業人材育成連携推進委員会 

県農業公社 

・地域農業の課題、農業関連企業等のニーズを踏まえた農業高

校における実践教育プログラムの開発 
・開発した実践教育プログラムの評価検証及び改善 

・事業全体の管理 
・事業等の企画調整

コーディネーター 

・実践教育の実践のための農業関連

企業等と学校とのマッチング（実

習先・研修先の調整、技術者派遣

の調整等） 
・実践教育プログラム開発に向けた

地域農業の課題、農業関連企業等

のニーズの吸い上げ、反映 

農業高校（３校） 

○生徒の現場実習 
 ・デュアルシステム 
・長期インターンシップ 
・産業現場見学 
・マーケティング実践研修等 

○技術者等による実践指導 
○教員の現場研修 
○地域産業界等との共同研究 
○資格取得への取組 
○小中学校、農業大学校等との連携

・生徒への技術指導 
・デュアルシステム受入 
・インターンシップ受入 
・教員研修の受入 

農業関連団体・企業等 農大・農業研究センター等

・生徒・教員の研修受入 
・農業者育成研修モデル開発 

共同実施 

マッチング

先進農家・農業法人等

・生徒への技術指導 
・デュアルシステム受入 
・インターンシップ受入 



連絡先

 

岩手県教育委員会事務局

 

学校教育室

 

産業教育担当

〒020-8570

 

岩手県盛岡市内丸10-1

TEL：019-629-6162(代)  FAX:019-629-6144  URL:http://www.pref.iwate.jp/

社団法人岩手県農業公社

〒020-0852

 

岩手県盛岡市神明町７番５号パルソビル３階

TEL 019-651-2181

 

FAX 019-624-5107 URL:http://www.i-agri.or.jp/

【現場見学】

【共同研究】

【技術者等による実践指導】

学校にはない重機の操作を行ったり、プロの技術を見ることにより生徒の意識の高揚が図

 

られた。また検定や資格取得等において現場の教員では指導が難しい分野を指導していただ

 

き、成果をあげた。

●内容

●成果

優れた技能技術を有する企業等の技術者を招

 

聘し、各種技能検定講習会等を実施し、生徒

 

の技能向上と実践力の育成を目的として実施

 

しています。

●内容

●内容

●成果

●成果

各学科の学習内容と関連する企業等を見学

 

することにより、専門学習に対する興味・関

 

心を高めるとともに、今後の学習及び実習に

 

対する意欲向上を目的として実施しています。

１年生での実施は各専門分野への意識付けに有効であり、２年生からのコース選択の参考になって

 

いる。また、授業で学習している内容が現場見学をすることにより、深く定着でき、専門学習に意欲

 

的になることが期待できる。

①パンの商品化に向けた研究【協力企業：一野辺パン株式会社

 

他】H20～H22

 

②岩手在来種ニンニクの特産化に関する研究【協力企業：三研ソイル株式会社

 

他】H21～H22

 

③肉加工品の商品化に向けた研究【協力企業：高源精麦株式会社

 

他】H20～H22

 

④カンパニュラの普及に関する研究【協力企業：カンパニュラ生産農家

 

他】H21～H22

 

⑤水稲における疎植栽培に関する研究【協力企業：奥州農業塾

 

他】H21～H22 

連携先からも非常に高い評価を得ることができ、生徒たちは

 

達成感や充実感を持ち、自信へとつながった。２年間の継続研

 

究を行った３年生は、職業観・勤労観・礼儀作法・地域産業へ

 

の理解など意識の向上が大きく現れている。

試行錯誤を繰り返しながら地域特産化への道筋をつけること

 

ができたのは大きな成果と言え、研究成果拡大への可能性が広

 

がった。
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